
１．はじめに

　近年、日本ではライフスタイルの多様化に伴

い、食環境も大きく変化を遂げてきた。食の簡

便化や欧米化が進み、短時間で手軽に食べるこ

とができるファーストフードは人々にとってよ

り身近に感じられるものとなり、特に若い世代

での利用が高まっている1）。しかしながら、高

エネルギー、高脂肪であることや野菜の摂取

量不足など栄養面からの指摘も数多くあげられ

る2)‐4）。

　また、若い世代では不規則な食事や朝食の欠

食、さらに嗜好本位の偏食など食に関する問題

点も多くあげられることから本研究では、専門

学校生を対象にファーストフードに関する実態

調査を行った。さらに、ファーストフード利用

群と非利用群の日頃の食事時間と欠食状況、ア

ルバイトの有無、Body Mass Index（以下、

BMI）との関係についてそれぞれ検討し、若干

の知見を得たので報告する。
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２．調査方法

１）対象

　高知リハビリテーション学院理学療法学科2009

年度在学生103名（男子62名、女子41名、18.8歳±

0.7歳）とした（回収率89％）。

２）アンケート調査時期

　2009年７月23日。

３）アンケート調査方法

　調査項目として、生活状況に関すること（食

事時間、欠食状況、食生活に関する意識、居住

形態、アルバイトの有無）、また身体状況に関す

ること（身長、体重）、さらにファーストフード

に関すること（イメージ、利用頻度、食べ始め

た時期、一度に食べる量、利用目的）について

それぞれ調査した（アンケート用紙、付表１）。

　

４）統計解析

　統計処理は、Excel統計ソフトstatcelを用い、

Mann-Whitney's U testにより、有意差検定を

おこなった。有意差は、両側検定で有意水準を

危険率５％以下とし、有意差がある場合は、p＜

0.05とした。

３．結果

１）ファーストフードの利用頻度について

　ファーストフードの利用頻度を図１に示した。

　調査者全体（n 103）のうち「週に１～２回食

べている」と回答した者は男子で39％、女子で

29％、次いで「週に３～４回食べている」が男

子で15％、女子で５％であり、「毎日食べている」

が男子の２％であった。これに対し、「ほとんど

食べていない」と回答した者は男子で44％、女

子で61％であり、「その他」は男子で２％、女子

で５％であった。

　男女別にファーストフードの利用者の割合を

比較すると、表１に示したように男子（n 62）

では56％、女子（n 41）では34％であった。男

子の方が利用者の割合が高い結果となったが、

両群間における有意差は見られなかった。

２）食生活の意識状況について

　ファーストフードを利用している者（n 48）

に普段の食生活に気をつけているかどうか質問

し、その結果を図２に示した。「やや気をつけて

いる」が男子は47％、女子は43％であり、「気を

つけている」と回答した者は男子６％であった。

これに対し、「気をつけていない」は男子で44％、

女子で50％であり、「わからない」と回答した者

は男子で３％、女子で７％であった。

３）食生活で気をつけている内容について

　ファーストフード利用者の中で食生活に気を

つけていると回答した者（n 24）に、その内容

を質問した。回答結果は図３に示したように、

男子（n 18）では「栄養のバランスを考える」

が56％と最も多く、次いで「野菜を多くとる」

が17％、「間食を控える」と「腹八分目を心がけ図1．ファーストフードの利用頻度

表１．性別によるファーストフード利用者の割
合

男子(％) 女子(％)

ファーストフード利用者 56 34

有意差なしp＜0.05

図２．食生活の意識状況
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る」がそれぞれ11％、「油ものを控える」が６％

であった。女子（n ６）では図４に示したよう

に、「カロリーをとりすぎない」が50％と最も多

く、次いで「野菜を多くとる」が33％、「間食を

控える」が17％であった。「味付けを薄くする」、

「品数を多くとる」、「その他」と回答した者は男

女ともにいなかった。

４）ファーストフードのイメージについて

　ファーストフードを利用すると回答した48名

について、「栄養バランス」、「カロリー」、「野菜

の量」のイメージを質問した結果を図５～７に

それぞれ示した。

　まず、「栄養バランス」について男子で76％、

女子で57％が「悪い」と回答し、「どちらともい

えない」が男子で24％、女子で43％、「よい」と

回答した者はいなかった。

　「カロリー」については、「高い（多い）」と

回答した男子が79％と最も多く、「どちらともい

えない」が18％、「低い（少ない）」が３％であっ

た。

　「野菜の量」について「少ない」と回答した

男子が76％で最も多く、「どちらともいえない」

が24％であった。

　女子では100％が「カロリー」が「高い（多い）」、

「野菜の量」が「少ない」と回答した。

図３．食生活で気をつけている内容（男子）

図４．食生活で気をつけている内容（女子）

図５．ファーストフードの「栄養バランス」に
ついてのイメージ

図６．ファーストフードの「カロリー」につい
てのイメージ

図７．ファーストフードの「野菜の量」につい
てのイメージ
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５）ファーストフードを利用する理由について

　図８に示したように、ファーストフードを利

用する理由は、男子（n 34）で最も多かったの

が「値段が安い」、「立ち寄りやすい」の24％で、

次に「待ち時間が短い」の21％、「おいしい」の

18％、「満腹感を得やすい」の６％の順で、「そ

の他」と回答した者が９％であった。女子では

「値段が安い」が43％と最も多く、次いで「立ち

寄りやすい」が29％、「待ち時間が短い」と「お

いしい」が14％の順であった（図９）。

６）ファーストフードと普段の食事量の比較に

ついて

　一度に食べるファーストフードの量と普段の

食事量を比較した結果を図10に示した。ファー

ストフード利用者（n 48）のうち、「ほぼ同じ」

が男子47％、女子86％と最も多く、次いでファー

ストフードの方が「少ない」の男子35％、女子

７％、ファーストフードの方が「多い」の男子

15％、女子７％であり、「どちらともいえない」

と回答した者は男子の３％であった。

７）欠食状況について

　欠食状況について調査者全体（n 103）に質問

した結果を図11に示した。１日３食を基準とし、

１食でも欠けたら欠食とみなした。その結果、

「ほとんど欠食しない」と回答した者は男子（n 62）

で45％、女子（n 41）で49％であった。欠食者

の割合は、「週２～３回欠食する」が男子で27％、

女子で39％と最も多く、次いで「ほぼ毎日１回

は欠食する」が男子で21％、女子で７％、「週４～

５回欠食する」が男子６％、女子５％であり、

男子では全体の54％、女子では全体の51％が欠

食している結果となった。

図８．ファーストフードを利用する理由(男子)

図９．ファーストフードを利用する理由(女子)

図10．ファーストフードと普段の食事量の比較

図11．欠食状況
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８）食事時間について

　調査者全体（n 103）に普段の食事時間が決まっ

ているかについて質問した。その結果は図12に

示したように、「だいたい決まっている」が男子

で50%、女子で56％と最も多く、「決まっている」

は男子８％、女子７％で、両者を合わせると、

男女ともに調査者全体のおよそ６割が決まった

時間に食事をしていた。それに対し、「あまり決

まっていない」が男子24％、女子27％であり、

「決まっていない」が男子18％、女子10％であっ

た。

　また、ファーストフード利用群と非利用群で

比較すると、表２に示したように「食事時間が

決まっている」者の割合は、男子では利用群44

％、非利用群74％であり、ファーストフード利

用群では「食事時間が決まっている」と回答し

た者の割合が、非利用群に対し有意に低かった

（p＜0.05）。

　女子において「食事時間が決まっている」と

回答した者は利用群43％、非利用群72％であり、

利用群の方が低値であったが有意差は認められ

なかった（表３）。

９）アルバイトの有無について

　アルバイトを行っている者の割合を図13に示

した。調査者全体（n 103）のうち、「している」

と回答した男子が47％、女子が51％であり、「し

ていない」と回答した男子が53％、女子が49％

であった。

　ファーストフード利用群と非利用群でのアル

バイトの有無を比較すると、表６に示した。男

子においてファーストフード利用群で現在アル

バイトをしていると回答した者は65％、非利用

群は22％であり、利用群でアルバイトをしてい

る者の割合が非利用群に対し、有意に高かった

（p＜0.05）。また表７で示したように、女子にお

いてアルバイトをしている割合は利用群で64％、

非利用群で44％であり、利用群の方が高い結果

となったが、有意差は認められなかった。

図12．食事時間

表２．ファーストフード利用の有無と食事時間
（男子）

ファーストフード

利用群(％) 非利用群(％)

食事時間が決まっている 44a) 74b)

食事時間が決まっていない 56a) 26b)

a,b：有意差ありp＜0.05

表３．ファーストフード利用の有無と食事時間
（女子）

ファーストフード

利用群(％) 非利用群(％)

食事時間が決まっている 43a) 72b)

食事時間が決まっていない 57a) 28b)

a,b：有意差なしp＜0.05

図13．アルバイトについて

表６．ファーストフード利用の有無とアルバイ
トの有無（男子）

ファーストフード

利用群(％) 非利用群(％)

アルバイトをしている 65a) 22b)

アルバイトをしていない 35a) 78b)

a,b：有意差ありp＜0.05
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10）BMIについて

　調査者全体（n 103）のBMIは男子が21.9±2.7、

女子は20.7±2.2であった。ファーストフード利

用群と非利用群において、BMIを比較したとこ

ろ、表８に示したような結果であった。男子に

おいて、利用群のBMIが21.4±2.3、非利用群の

BMIが21.9±3.2とともに正常範囲であり、有意

差は認められなかった。女子においても利用群

が20.6±1.5、非利用群が20.6±2.6であり、とも

に正常範囲で、有意差は認められなかった。

４．考察

　本調査ではファーストフードを利用している

男子（n 34）は56％であり、女子（n 14）は34％

であった。林ら4）の調査研究の34.8％と比較する

と女子の割合はほぼ同じであったが、男子の割

合は高値であった。普段の食事について「ほと

んど欠食しない」と回答した男子の割合が本研

究では45％であり、林らの調査研究の66.7％と比

較すると低いことから、３食の食事を食べるこ

とができず、手早く食べることのできるファー

ストフードを利用する者の割合が高いことが考

えられる。また、平成21年度本学生活科学学科

１年生（n 94）を対象に行った予備調査の23％

と比較しても、本調査のファーストフード利用

者の割合が高かった。

　一度に食べるファーストフードの量について、

利用者のうち男子では６割以上、女子では９割

以上が普段の食事の量とほぼ同じ、もしくは多

いと回答したことからも、間食ではなく、一度

の食事としてファーストフードを食べているこ

とがうかがえる。さらに利用目的は男女ともに

「値段が安い」、「立ち寄りやすい」、「待ち時間が

短い」の順に回答した者が多く、このことより、

店舗の雰囲気や料理を楽しみ、食事の時間を充

実させるために利用しているのではなく、安価

で手早く食事を済ませることができ、食事時間

を短縮させるため、ファーストフードを利用し

ていることが考えられた。男子において、アル

バイトをしている者はファーストフード利用群

が有意に高く、食事時間が決まっている者の割

合では利用群が非利用群に比べ有意に低かった。

また女子においても、有意差は見られなかった

が、アルバイトをしている者の割合はファース

トフード利用群の方が高く、食事時間が決まっ

ている者の割合も低値であった。アルバイトに

よる拘束時間の長さから調理や食事にかかる時

間や手間をかけられないこと、アルバイト先で

の不規則な食習慣などが、ファーストフードを

利用することに影響を及ぼしていると推測され

た。

　次に、食生活で気をつけている内容より、利

用群の男子は栄養バランスを考え、野菜を多く

とることに意識を置きながら食生活を送ってい

ることがうかがえる。利用群の女子においては、

カロリーをとりすぎず、野菜を多くとることを

考えながら食生活を送っていることがうかがえ

る。しかし、ファーストフードは栄養バランス

が悪いうえに、高カロリーであること、さらに

野菜の量も少なく、食生活に悪影響を与えると

考えながらも、利用していることが分かった。

利用群では食生活そのものに対する意識が低い

ことが示唆された。江上ら3）はファーストフード

の過体重への影響が強いものと報告しているが、

本調査で男女の利用群と非利用群のBMIを比較

するとそれぞれ、正常範囲内にあり差は認めら

れなかった。ファーストフードの利用と肥満と

の関連については、佐藤ら2）はどの程度ファース

トフードに依存しているかが重要であると述べ

表７．ファーストフード利用の有無とアルバイ
トの有無（女子）

ファーストフード

利用群(％) 非利用群(％)

アルバイトをしている 64a) 44b)

アルバイトをしていない 36a) 56b)

a,b：有意差なしp＜0.05

表８．ファーストフード利用の有無とBMI

ファーストフード

利用群 非利用群

男子 21.4±2.3a) 21.9±3.2b)

女子 20.6±1.5a) 20.6±2.6b)

a,b：有意差なしp＜0.05
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ているが、今回の調査では依存度まで明らかに

できず、肥満との関連については言及できなかっ

た。また、性別によるBMIの差もみられたため、

今後は、性別や依存度も含め、調査項目を検討

する必要性がある。

　本調査の対象者は健康増進や疾病予防の治療・

支援を行う理学療法士養成課程の学生であり、

身体活動に密接に関わる食について関心が高い

と思われる。しかしながら、本調査のファース

トフード利用群は食生活におけるファーストフー

ドの問題点に気づきながらも、実際には利用し

ているのが現状である。すなわち、栄養や食事

にある程度の知識をもって評価することができ

ても、改善意欲へと繋げていないことが問題と

なる5）。よって自らの食生活の問題点を把握する

とともに問題解決のための望ましい行動を習慣

化する必要があり、適切な食生活のあり方なら

びに行動変容を実現させるための指導・教育の

重要性が示唆された。また、本調査の対象者の

年代は生活習慣に問題がある場合も多く、壮年

期以降の危険な生活習慣の出発点でもあり、こ

の時期の過ごし方によって将来疾病にかかるリ

スクが大きく左右される。健康づくりの主軸は

栄養・休養・運動であり、包括的に指導を行っ

ていくうえで多領域に亘る支援が必要であり、

栄養分野だけでなく、相互の連携をとって指導

することが重要であると考えられた。

５．まとめ

　専門学校生を対象としてファーストフードに

関する実態調査を行った。その結果、103名の調

査者のうち男子56％、女子34％がファーストフー

ドを利用していると回答し、その利用目的は値

段が安い、立ち寄りやすい、待ち時間が短いと

いう理由が多かった。ファーストフード利用群

で食生活に気をつけている割合は男女ともに約

５割であり、非利用群の60％と比較し、低値で

あった。食生活に気をつけている内容として、

利用群の男子では栄養バランスを考える、女子

ではカロリーをとりすぎないと回答した者が最

も多かった。しかしながら、ファーストフード

における栄養バランスのイメージについて、男

子の約７割が悪いと感じており、利用している

女子すべてがファーストフードは高カロリーで

あるとイメージしている。

　栄養バランスが悪く、高カロリーで食生活に

悪影響を及ぼすと考えながらも、安価で簡便に

食事を済ますことができるため、ファーストフー

ドを利用していると推測された。以上の結果よ

り、自分の食生活を把握し、バランスのよい食

事に近づけるための行動変容を促す指導・教育

が重要であると考えられた。今回の調査結果は

栄養に関する知識の程度により、ファーストフー

ドの利用が変わることも考えられるので、今後

さらに栄養士教育を受けている学生と比較分析

し、ファーストフードの利用における栄養教育

の重要性について検討していく必要がある。
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